
  

 

  

学 年 教科等 単元名 日  時 

第１学年 生活科 ふぞくしょうはかせ、だいさくせん！ 令和５年７月 14日(金)５校時 

研究主題 自律的に学ぶ子どもの育成 

研究内容１の手立て 
 「『遊び』ながら学ぶ指導計画・指導過程の工夫」では、学級を「ぽかぽか探検隊・探偵事務所」、学習活
動を「謎を解明するための調査活動」と位置付けることで、幼児期に経験した「ごっこ遊び」を想起させ、
楽しみながら活動することができるようにする。また、子どもの疑問から共通のテーマ「○○先生は、どこ
で給食を食べているのかな。」を設定することで、同じ目標に向かって活動する楽しさを味わうことができ
るようにする。 
特に本時では、ゲームの要素を取り入れて調査内容をまとめる活動を行わせることで、謎を解明できた

ことに気付いて喜びを感じたり、新たな謎を解明するために今後の活動に意欲を継続したりすることがで
きるようにする。 

研究内容２の手立て 「『遊び』と『学び』をつなげるふりかえりの在り方」では、学校探検を「教師と」、「２年生と」、「１年
生だけ」の３つの方法で行う。探検後に分かったことや分からないことを整理させることで、新たな思いや
願いをもつことができるようにする。 
特に本時では、グループ活動の後にふりかえる時間を設け、「分からないから知りたい」、「他のグループ

の人と話したい」という思いをもたせる。そうすることで、全体での話合いの際に、自分のグループと他の
グループの共通点や相違点を比べたり関連付けたりして、気付きの質を高めることができるようにする。 

○ 子どもの姿からの報告 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 考察 

 

 

 

 
御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

 ゲームの要素を取り入れたことで、楽しみながら活動を行うことができた。ただし、ルールやヒント等の手立てが多すぎたことで、反
対に難易度を上げてしまった。 
ふりかえりを行ったことで、分からないことに気付かせることができたが、今後は、分かることに焦点を当て、自信をもたせるように

していくようにしていきたい。 

本時は･･･ 

 

 

本時までに･･･ 

教室名等が書かれていない校

舎配置図を見せ、「完成させる」と
いうゴールを示すことで、分かっ
ていることを誰かに伝えたいと

いう思いを高め、本時の活動に見
通しをもたせることができた。 

入学直後から、教師が引率して、
学校探検を行った。 
 教室の近辺から、少しずつ遠い教
室へと、場所を変化させた。 
 しばらく経ってから、学校のこと
について知っていることや知らな
いことを考えさせて、「知らないか
ら教えてもらいたい」という思いや
願いをもたせることで、２年生との
探検につながるようにした。 

 

２年生との学校探検では、１年生
が行きたい場所だけではなく、２年
生が教えたい場所の見学も行った。
それぞれが異なる場所に行ったこ
とで、自分が見たものや出会った
人々について伝えたい思いをもた
せることができ、伝え合い活動につ
なげることができた。 

子どもたちが知りたいことの
なかから最も多かったことを、
単元全体で解明したい謎として
設定した。そして、それに迫るた
めに調べる視点を２つ設定した
ことで、目的をもって活動を行
うことができるようにした。 
「○○先生は、どこで、給食を
食べているのかな。」 

・ 教室を調べる。 
・ 先生を調べる。 

単元全体をとおして 
解明したい謎の設定 

まず、個人で、これまでの探
検で見付けたことを書いたメ
モや写真を見る時間を設定し

たことで、グループ活動時に、
発言して、参加することがで
きるようにした。 

次に、グループで話し合いながら、校舎配置図に知っていることを書き込
ませた。互いのもっている情報を伝え合わせることで、考えを確かなものに
したり、新たな疑問をもたせたりすることができた。 

必要に応じて、ヒントカードを利用することができるようにした。写真や
言葉のヒントと自分の知っていることを結び付けるようにしたことで、新た
な気付きを生むことができた子どももいた。 

グループでの伝え合い後、ふりかえる時間をとり、自分や
グループの考えについての気付きや新たな疑問を言葉で表現

させた。そうすることで、全体で校舎配置図を見合う際に、
他のグループの人に話し掛けて解決しようとすることができ
た。 

「たくさんあって分からなかった。」という発言に、「たく
さんの教室や先生はなくてもよいですよね。」と問い返すこと
で、「みんなのために必要」であることに気付くことができた。 
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 学校を探検して見付けた教室や出会った先生の存在や働きに気付いている。 

（知識・技能①）【記述分析】 
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〇 本時の目標 

 

〇 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり （★は評価にかかわるもの） 

１ 本時の学習を確認する。 

 ○ 前時までのふりかえり 

○ 本時のめあて 

  

 

 

２ 学習への見通しをもつ。 

○ ゴールとルールの説明 

 

 

 

 

 

 

 

３ 調べたことを使って、地図を完成させる。 

 ○ ひとりチャレンジ 

 

 

○ ぽかぽかチャレンジ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 作戦タイム（ふりかえり）  

 

 

 

 

 

 

４ 地図を紹介し合う。  

○ なかよしチャレンジ 

 

 

 

 

 

５ 調査活動の進み具合を確認し、今後の活動への見通しを

もつ。 

○ 進み具合の確認 

○ 新たな思いや願い 

○ 空白の多い校舎の配置図を見せ、「完成させる」というゴ

ールを示すことで、分かっていることを誰かに伝えたいと

いう思いを高めることができるようにする。 

 

 

 

○ ルールや活動の流れを示すことで、全員が見通しをもっ

て活動に臨むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 個人思考の時間を設定し、これまでに調べてきたことを

想起させることで、グループでの活動時に全員が発言をす

ることができるようにする。 

 

○ グループで１枚の用紙を使用させることで、個人の調査

結果を見たり話したりしながら活動することができるよう

にする。 

○ ヒントカードを準備し、必要に応じて渡すことで、分か

らないことが多くても、安心して参加することができるよ

うにする。 

 

 

○ グループでの活動終了後に、グループでの活動をふりか

える時間を設定することで、共に解決する楽しさだけでは

なく、考えの違いに気付き、解決するためにどうしたらよ

いのか試行錯誤することができるようにする。 

 

 

 

○ 各グループの地図を見合わせることで、共通点や相違点

に気付くことができるようにする。 

★ 相違点や分からない点について考えさせる際に、経験と

結び付けている発言を取り上げて共有させる。そうするこ

とで、学校の人々や施設の働きや役割を自分と関連付けな

がら考えることができるようにする。 

 

○ できあがった地図を見て、謎として残った部分を確認す

ることで、今後の調査活動のゴールを考えることができる

ようにする。 

〇 本時の評価規準 

 

  学校を探検して見付けた教室や出会った先生の存在や働きに気付くことができる。 

 

 「附属小ひみつの地図」を完成させよう。 

○○先生に名前を教えてもらったよ。 
何年何組の先生なのかな。 

○○先生を図工室で見
かけたよ。 

えっ、私は音楽室で見か
けたよ。 

○○先生にはみんな会っているけ
ど、何年何組の先生なのかが分からな
いね。 

 学校にいる先生は「何年何組の先生」
だけではないのかもしれない。他のグ
ループはどう思っているのかな。 

お兄ちゃんに○○先生のこと
を教えてもらいました。 

謎が解けた！１年２組にも、
先生がいないときに来て、本を
読んでくださったよね。 

活動の流れ 
 
① 個人 
② グループ 
③ ふりかえり 
④ 全体 

ゴール 
 ★ 附属小にある教室 

附属小にいる先生 
ルール 

★ ２つ分かれば挑戦成功 
  □ 名前、顔 
  □ 場所、位置 
  □ 特徴 


